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議 題 
１．施策評価の結果について 

２．その他 

資 料 江南市まちづくり会議（分野別会議）議事要旨 

 

◆ 会 議 結 果 ◆ 

１．施策評価の結果について 

〔柱２〕将来にわたって活躍できる人づくり  

〔施策②〕子どもを育成する環境の充実 

・教育分野全体を通して達成状況をみると、特に小学校の不登校児童・生徒の割合が低い状況である。教育

分野は人を育てることを目的としている分野であるため、今後も、子どもをどう育てていくのかについて

議論していく必要があるとの意見がありました。 

 

〔柱４〕豊かな、創造性ある文化、交流活動の充実  

・資料４－１及び４－２に基づき、委員（生涯学習課長（代理））より説明がありました。 

〔施策①〕芸術文化の振興 

・文化芸術活動を行っている市民の割合について、文化活動を広めていくためには、多くの方に直接触れて

いただくことが重要である。 

 また、活動内容に関する情報発信が大切であり、その方法として何か良い方法があれば教えて欲しいとの

意見がありました。 

・市民文化会館の稼働率について、小ホール、大ホールを個々に見た場合はどうなっているのかとの質問が

あり、それぞれの稼働率は小ホールが 59.7％、大ホールが 55.7％であるとの説明がありました。 

・美術展出品者数について、一般の部へ出品される方はどのような年齢層であるのかとの質問があり、比較

的高齢の方からの出品が多い状況である。若い年齢層の方が参加することにより、活性化が図られると考

えられるため、今後は若い年齢層の方に対して参加を促していきたいとの説明がありました。 

・公民館活動に参加している方に対して、美術展への作品の出品を勧めているのかとの質問があり、市とし

て公民館活動を行っている方に美術展への出品勧奨は行っていないが、公民館活動をしている方が美術展

にも出展することがあるとの説明がありました。 

〔施策②〕文化財の保護 

・文化財普及事業への参加者数について、平成 27年度の実績値が 12,855人とあるがどういった事業へ参加

しているのかとの質問があり、文化財普及事業への参加者数の内訳としては、歴史民俗資料館入場者 8,219



人、企画展観覧者 3,706人、文化財保護防火訓練（曼陀羅寺で開催）参加者 180人、武功夜話セミナー参

加者 400人、教養講座受講者 317人、中学生歴史教室参加者 33人の合計 12,855人であったとの説明があ

りました。 

・歴史民俗資料館で開催する行事に関して市民への周知が不足していると感じているが、行事の案内をする

際に地区の掲示板を活用しているのかとの質問があり、比較的大きな行事は地区の掲示板に掲示し周知し

ているが、それ以外の行事も検討していきたいとの説明がありました。 

・曼陀羅寺正堂保存修理工事の進捗状況はどうかとの質問があり、現在は屋根の檜皮を全て撤去した状況で、

平成 30年度の秋を完成予定として修理を進めているとの説明がありました。 

・安良の棒の手は、国、県、市のどこが文化財として指定したのかとの質問があり、県が指定した無形民俗

文化財であるとの説明がありました。 

・今年の藤まつりで曼陀羅寺を訪れた来場者数はどのくらいであるのかとの質問があり、藤まつりは津島市

と協力し合いながらＰＲしており、来場者数は約 53万人であったとの説明がありました。 

・武功夜話などの郷土の歴史に関する講座を開催しているが、子ども達には難しい内容である。小学生の子

ども達でも理解でき、郷土の歴史に親しみが持てるよう、紙芝居などを地域のサロンなどで開催してはど

うか。また、各地区において眠っている伝承もあると思われるので、それを発掘し紹介していくことも大

切ではないかとの意見がありました。 

 

〔施策③〕国際・国内交流 

・江南市には外国人の方がどのくらい在住しているのかとの質問があり、平成 28年 9月末日現在において

34の国と地域から 1,575人の方が在住している。在住人数の多い国は、ブラジル 360人、フィリピン 342

人、中国 303人、韓国・朝鮮 185人、ベトナム 112人であるとの説明がありました。 

・世界平和を願うパネル展について、子ども達に世界の状況を知ってもらい国際理解を深め、文化交流や多

文化共生だけに留まらず、もっと広く国際平和などを考える機会として欲しいとの意見がありました。 

・現在の市内数箇所で実施している世界平和を願うパネル展を、規模を縮小しても良いので各小学校、中学

校を持ち回る方法で開催すればより関心が高まるのではないかとの意見がありました。 

 

２．その他 

・12月 19日に開催予定の全体会議について事務局より説明がありました。 

 

 

 


